
令和５年度 市政報告

Ⅰ 第2次栃木市総合計画について P.1～5

Ⅱ 栃木市の治水対策について P.6～14

Ⅲ 栃木市斎場の供用開始について P.15～16



1



2

（１）基本的な考え方
栃木市自治基本条例などのまちづくりの前提

となる指針、災害等を含めた社会環境の変化、

市民等に対する意向調査の結果を踏まえ、さら
に、新たな視点の導入、SDGsへの貢献を目指
して、市民と行政が一体となって取り組んで
いくための目標として将来像を設定します。

ア．前提となる指針

栃木市自治基本条例 栃木市民憲章

イ．10年後の市のイメージ・キーワード

市民等に対する意向調査等の結果から、10年
後の市のイメージやキーワードについて多かっ
たものに着目します。

(平成24年6月1日制定) (令和2年10月10日制定)



ウ．新たな視点（バックキャスト思考）の導入 エ．SDGs への貢献

「将来のありたい姿」（将来都市像）の実現に向けた視点

「国際連合広報センター」
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市が進める「流域治水」のイメージ

校庭貯留

ため池等の
治水利用

バックウォーター
対策

調節地整備
地下貯留施設

雨水処理施設

田んぼダム

宅地内貯留
浸透施設設置
止水板設置の補助

河道掘削

護岸整備・強化

河川改修
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［凡例］

浸水区域

令和元年東日本台風による被災について

出水年月日 河川 市町村
浸水戸数（戸）

床上 床下 計

R元.10.11～13 巴波川 栃木市
1,217
以上

996
以上

2,213
以上

7

栃木市街地中心部では、
1,217戸以上の床上浸水、
996戸以上の床下浸水の

甚大な被害が発生しました。

【出典：栃木県】
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・巴波川：巴波川河川激甚災害対策特別緊急事業

※栃木県発行リーフレットより抜粋

栃木県で実施している事業
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・永野川：永野川災害復旧助成事業

※栃木県発行リーフレットより抜粋

栃木県で実施している事業



〇巴波川流域における対策
旧赤津川 放水路整備 １ 箇所

調節池整備 ２ 箇所
清水川 調節池整備 ２ 箇所

地下貯留施設 １ 箇所

市で行う治水対策概要（巴波川流域）

旧赤津川放水路（工事中）

①

⑥

清水川
地下貯留施設イメージ図
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市で行う治水対策概要（永野川流域）

〇永野川流域における対策
排水施設（ポンプ）整備 ３箇所
調節池整備 ４箇所

⑬

東郷堀川調節池整備予定地

平井第1調節池（工事中）

⑦
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市の取り組む対策について

●永野川左岸第一排水区 大規模雨水処理施設整備事業
〇事業内容 ：雨水渠の整備

調整池の整備
排水施設の整備

〇事業期間 ：令和3年度～令和10年度

調節池

P排水施設

令和元年東日本台風に
よる浸水範囲

※過去に浸水被害
が発生、又は浸水
被害が発生するお
それがある区域が
対象

●宅地内貯留・浸透施設設置補助制度の推進

●止水板設置補助制度の推進

永
野
川

P



田んぼダムの整備状況

土地改良区名 令和２年度 令和３年度 令和４年度
令和２～４年度
整備済 計

令和５年度
（目標）

栃木市土地改良区

吹上東部地区 ５ha １０ha １３ha ２８ha １０ha

栃木市西部地区 ー １０ha ９ha １９ha １０ha

都賀町土地改良区

赤津北部地区 ５ha ５ha ６ha １６ha １０ha

赤津南部地区 ー ８ha ６ha １４ha １０ha

小倉堰土地改良区 ー ー ７ha ７ha ５ha

大岩藤土地改良区 ー ー ー ー ５ha

計 １０ha ３３ha ４１ha ８４ha ５０ha

今後の整備目標等
○令和４年度以降は、毎年約５０haを目標に整備します。
・巴波川上流（荒川）地域 （栃木市土地改良区、都賀町土地改良区、小倉堰土地改良区）
・永野川流域 （栃木市土地改良区）
・猿渕川北部地域 （大岩藤土地改良区）

○市街地北部地域への整備から徐々に市内全域に拡大します。
・杣井木川流域、赤渕川下流地域など

市の取り組む対策について
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現在の水代変電所からの電力供給に加え、赤麻変電所
からの電力供給を可能にすることで、停電時の排水機
能を維持し、安定的な機場の運転を実現します。

イメージ図

西前原排水機場 非常用電源設置工事
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①施設の老朽化
⇒1979（ S54）年に供用開始後44年経過

②火葬需要の増加への対応
⇒2035（R17）年には火葬件数2,630件／年に達し、
2070（R52）年まで横ばいで推移することが見込まれる

PFI手法（BTO方式）
①施設の設計・建設・維持管理・運営を一括発注
②要求する性能のみ公共で決定し、内容は民間の創意
工夫を活用（性能発注）

③長期契約（施設整備：1.5年、維持管理運営：15.5年）

〇整備手法

〇現斎場の課題

新しい栃木市斎場について（供用開始は10月1日）
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新しい栃木市斎場について（供用開始は10月1日）

①建設地 栃木市岩舟町三谷1211-1他
②面 積 ・敷地面積 23,475.24㎡ ・建築面積 2,965.46㎡

・延床面積 4,412.83㎡（現斎場：865㎡）
③高さ 13.3ｍ ④階数 地上2階
⑤構造 鉄筋コンクリート造
⑥工事期間 令和4年4月1日～令和5年7月31日
⑦開業準備 令和5年8月～9月

◇1階
火葬炉：８基(5)
告別室：３室(2)
収骨室：３室(2)
式場：１室(0)

霊安室：１室(0)

◇2階
待合室：８室(3)
売店：１か所(1)
ｷｯｽﾞﾙｰﾑ：１室(0)
ﾍﾞﾋﾞｰﾙｰﾑ：１室(0)
自動販売機：２か所(1)
デッキテラス：1か所(0)

〇主な諸室等 ( )は現斎場
駐車台数：
会葬者用83台
（東側68台、式場用15台）
障がい者用5台、
職員・業者用：22台
マイクロバス用：8台
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